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研究成果の概要（和文）：薬物依存症に対する科学的根拠に基づいた治療の普及には課題が残されている。そこ
で本研究では、インターネットを介した再発予防プログラムを開発し、その効果を詳細に検証した。ランダム化
比較試験を行い、断薬に対する中等度の効果が確認された。また、治療期間が短い集団において、より有効性が
高い可能性が示唆された。さらに、治療につながっていない薬物使用者にも介入を広げ、人手を介さずリクルー
トを可能とすることを目的としたスマートフォンアプリを開発した。

研究成果の概要（英文）：Challenges remain with the dissemination of evidence-based treatments for 
drug addiction. Therefore, in this study, we developed a web-based relapse prevention program and 
evaluated its effect in detail. A randomized controlled trial demonstrated a moderate effect on drug
 abstinence. It was also suggested that the efficacy may be higher in the people with a short-term 
treatment period. Furthermore, we have developed a smartphone app that aims to extend the 
intervention to drug users who are not receiving treatment and enable recruitment without the 
researcher's involvement.

研究分野： 精神看護学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
わが国で初めて薬物依存症に対するインターネットを活用した治療的プログラムを開発し、その効果をランダム
化比較試験によって検証した。世界各国でインターネットを活用した治療的介入が実施されており、本研究はそ
の有効性や活用・普及に関する研究成果に貢献した。わが国では薬物依存症に対するスティグマが根強く、治療
に当たる医療従事者も限られているため、インターネットを活用した治療的介入が広まることで、これまで課題
となっていた地域における薬物依存症者への支援の拡充が期待できる。また、薬物依存者が薬物使用障害を再発
せずに地域での生活を継続できるようにするための支援が可能となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
わが国では近年、薬物乱用形態が多様化し、大麻や合成麻薬乱用の増加、向精神薬を中心

とした処方薬乱用の増加、危険ドラッグ乱用による事故や健康被害などの新しい問題が指
摘されている。薬物乱用者は 30～40 代に多く、生産年齢ピークにあたる者が薬物乱用によ
って身体的・精神的・社会的障害を持つことは、社会全体の損失である。しかしながら、多
くの薬物乱用・依存の問題を持つ人が、適切な治療・支援を受けられていないことが報告さ
れている。また、精神科で治療を受けている患者において心理社会的治療を受けている者は
4 割以下である。科学的根拠に基づいた心理社会的治療を普及させ、地域で薬物依存症者を
継続的に支援する体制作りが課題となっている。 
 
 
２．研究の目的 
１）ウェブ版薬物使用障害再発予防プログラムの有効性評価とユーザビリティ評価 
薬物依存症者を対象としたウェブ版薬物使用障害再発予防プログラム（e-SMARPP）を

開発し、その効果をランダム化比較試験により検証する。 
 

２）薬物使用状況セルフモニタリング機能スマートフォンアプリの開発 
 薬物使用の問題を持つ当事者の意見を最大限反映させたセルフモニタリング機能のスマ
ートフォンアプリを開発し、有効性・ユーザビリティを評価する。 
 
 
３．研究の方法 
１）ウェブ版薬物使用障害再発予防プログラムの有効性評価とユーザビリティ評価 
ランダム化比較試験によりウェブ版薬物使用障害再発予防プログラムの有効性の検証、

ユーザビリティ評価を行った。効果がより期待できる集団を特定するためにサブグループ
解析や介入完遂者の特徴を分析した。 

e-SMARPP は、対面で行っている既存プログラム Serigaya Methamphetamine Relapse 
Prevention Program:（SMARPP）をベースに作成され、インターネット環境があれば、パ
ソコン、スマートフォン、タブレット端末のどの機種からも利用できる。研究対象者（介入
群）に、2 か月間 e-SMARPP を利用してもらい、2 か月後、5 か月後、8 か月後時点にお
ける断薬状況、再発リスク、ユーザビリティ、介入完遂率、有害事象等を評価した。対照群
には、ウェブ版セルフモニタリングを実施してもらった。 

e-SMARPP の効果がより期待できる集団を探索的に特定するために、薬物の種類（覚せ
い剤、覚せい剤以外）、治療期間（3 年未満、3 年以上）、対面再発予防プログラムを受けた
経験（あり、なし）でサブグループ解析を行った。 
 
２）薬物使用状況セルフモニタリング機能スマートフォンアプリの開発 

e-SMARPP は、通院患者を対象として治療的プログラムであるが、治療につながらない
薬物使用者が多いこと、治療につながっても治療中断する者が多いことを踏まえると、治療
につながっていない薬物使用者を含めたより多くの人に治療的介入を届ける必要がある。
そこで、セルフモニタリング機能を備えたスマートフォンアプリを開発し、その有効性・ユ
ーザビリティを評価することとした。 
 
 
４．研究成果 
１）ウェブ版薬物使用障害再発予防プログラムの有効性評価とユーザビリティ評価 
ランダム化比較試験には 48 名の薬物使用者が参加した。介入期間中（56 日間）の断薬継

続日数は、介入群で 48.8 日、対照群で 41.2 日であり、統計的有意差は確認されなかったが
（p=0.16）、中等度の効果（d=0.42）が確認された。再発リスクや自己効力感などの副次的
アウトカムの評価において、2 か月後、5 か月後、8 か月後の時点で 2 群間に有意な差は確
認されなかった。研究参加者数が少なく、すでに断薬が継続できている研究参加者が多かっ
たため、介入効果が十分に検証できなかった。研究リクルートの工夫や介入効果が表れやす
い対象者に絞ったリクルートが必要であると考えられた。 
サブグループ解析では、治療期間が短い集団においてより断薬が継続されており、e-

SMARPP は治療期間が短い患者に有効である可能性が示唆された。インターネットを活用
した治療を対面治療に補完的に活用する場合は、治療につながって間もない者にターゲッ
トを絞ると、治療効果が高まる可能性があると考えられた。 
また、対照群と比較し介入群では、ユーザビリティや利用満足度が有意に高い結果となっ

た。一方で、対照群において治療完遂率が 100%であり、セルフモニタリングの有用性も確
認された。セルフモニタリングはより簡便で負担も少なくいため継続しやすく、セルフモニ
タリングのみであっても、ある程度の有効性と利用満足が得られることが示唆された。 
上記の結果を学術雑誌に投稿し公表し、国内外の学会において発表した。 
 



 
２）薬物使用状況セルフモニタリング機能スマートフォンアプリの開発 
治療につながっていない薬物使用者にも介入を広げ、人手を介さずリクルートを可能と

することを目的としたスマートフォンアプリを開発した。アプリの開発段階で、薬物使用者
と開発会議を繰り返し行い、アプリの機能に当事者のニーズを反映させた。また、人手を介
さないウェブリクルートシステムと自動ランダム化機能をアプリに追加し、研究参加を容
易にする仕組みを整えた。 
本事業内で効果検証を行うに至らなかったため、今後、ランダム化比較試験により有効

性・ユーザビリティを検証する予定である。 
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